
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

柘榴　夕里　（ざくろ　ゆうり）

ブラム＝ストーカー
ノイマン

探偵

26

憤怒

兄弟

殺戮

裏切られた

探偵

女性

35

秘密

1
2
4
1

0
0
1
0

0
0
0
0

1
2
5
1

27
9
9
14
28

1 1
二輪 裏社会2 3

赫き剣
赫き剣

血煙の舞
血の奔流

白兵
白兵
白兵
白兵

1r
1r
9r
9r

0
0

0

10
12
10
22

HP2消費して作成。100↓
HP4消費して作成。100↑

装甲無視。命中した場合HP4点回復。80↓
装甲無視。HP5消費。命中した場合HP4点回復。100↓

0 0

想い人
ネバーエンドロール
ローザ・バスカヴィル

執着
感服

偏愛
隔意

思い出の一品

2

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：ノイマン

赫き剣

渇きの主

ブラッドバーン

生き字引

コントロールソート

コンバットシステム

スーパーランナー

かくわしき鮮血

写真記憶

★

0

3

1

1

3

1

1

3

1

★

★

-

1d10

2

3

4

4

1

2

3

1

-

-

オート

気絶時

メジャー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー/マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

視界

-

-

至近

至近

-

至近

武器

-

至近

至近

至近

シーン

自身

-

自身

単体

-

自身

-

-

自身

自身

自身

自動

自動

対決

自動

対決

対決

-

対決

対決

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

80↑

-

-

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

c値-Lv

HP[Lv*2]点を消費し、武器を作成する

装甲無視。命中した場合、HPを[Lv*4]点回復する。素手または《赫き剣》での攻撃時のみ使用可能。

攻撃力+[Lv*4]。HP5点を消費

<意志>で情報収集判定を行える。判定D+1。

<白兵>判定を【精神】で行える

<白兵>判定D+[Lv+1]

移動距離を[Lv:5]して戦闘移動を行う。シーン1回。

血に宿る匂いをかぎ分け、特定の個人や集団を探し出す

見たものを詳細に記憶できる

〇性格
おとなしめであまり他人とは話さないが、仕事は確実に行う。
……ように見えるが、これは憧れの先生である「拭波 常夜」の真似を精一杯しようとした結果である。
実際は小心者で思い込みがち。任務完了後も「(先生なら)もっとうまくできたはず」と内罰的になりやすい。
その一方で、大好きな先生である拭波 常夜に関わることに対しては意外なほど積極性を見せることがある

〇略歴
元UGNエージェントで現在はイリーガル。表向きは私立探偵として活動している。
戦闘スタイルは血の刃による一刀流。

10年前まではネバーエンドロールこと拭波 常夜の元で、弟子かつ部下として過ごしており、
真面目で優秀な彼のことを非常に慕っておりどこへでもついて行く感じだった。
しかし、10年前にネバーエンドロールが突然の失踪。
失意に打ちひしがれながらも、独自に彼を探すべく思い切ってUGNを抜けイリーガルとして活動を始めた。

〇"ネバーエンドロール"拭波 常夜との関わり
オーヴァードに覚醒した事件の際に、暴走して暴れまわる彼女を身を挺して止めてくれたのも拭波。
その後UGNに保護された頃から彼に憧れを抱いており、彼が自分の教師役になった際には割と浮かれていた。
剣による近接戦闘メインになったのも彼に憧れてのことだが、まだ戦闘技術が追いついておらず、二刀流はできないでいる。
夕里自身は、初めて会った時の拭波の年齢に近づいているにも関わらず、まだ会得できていないことを密かに恥じている。

〇PC１に対して
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